













































































































































































































































































































































































分　類 講査語 臼本語の意味 中国語の意味 日本語鼬齪b者
中国語
鼬齪b者




戦場に骨をさらすこと 骸骨曝露i戦場に骨をさらすこと） 2％ 1玉％




















































































既婚 敗戦 強気 買物 我慢 欲張 派手 怪我
正解 10名 15名 10名 15名 0名 0名 0名 0名
不正解 5名 0名 5名 0名 15名 15名 15名 15名
4．2．2．2．調査結果
　表5に示した結果の通り，推測によって正解できる語彙とできない語彙に分かれた。母語話者
10名以上が正しく類推できたものをNothing①，2名以下のものをNothing②とした8。今回の
調査対象語はNothing①に「既婚」「敗戦」「強気」「買物」が，　Nothing②に「我慢」「欲張j「派
手」「怪我」が分類された。
　以上のように，意味使用の一般性と漢字の意味推瀾可能性の調査及び，試行例を紹介したが，
使用一般性の高低と意味推測可能性の基準について，より厳密で統計的な検：定が必要となる。
5．まとめと今後の課題
　本稿は，習得研究に応用する立場でこれまでの研究に用いてきた文化庁／三浦の枠組みを見直
し，その不十分な点を指摘し，漢字語の共嘉する意味の日中母語話者による使用の一般性，及
び，意味推測可能性の観点を加えて新しい枠組みを提案した。そして，漢字語分類に必要な意味
使用の一般性と意味推測可能性の調査方法及び，試行例を紹介した。今後まずこの枠組みを用い
て，中国語母語の日本語学習者にとって学習困難な項目を特定する実証研究を行いたい。そし
て，最終的には日本語の漢字語の教育に効果的な教授法を提案していきたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
漢字語とは，漢字で表記される語を指すものであり，漢語だけでなく漢字表記の和語（例：強
気，買物）も含む。本稿では，後者を含む場合に「漢字語」と表記し，漢語と区別した。
表1にあげられている漢語の例は，従来の枠組みの分類基準に沿って，筆者が選出したもので
ある。
表2月半書的意味は，臼本語は鉱辞苑』，匡新明解国語辞蝿，『岩波国語辞典』，中国語は『国
語辞海』，陳方中国語辞典避を参考にしたものである。中国語の表記は男体字とする。
本稿では意味の推測可能性としたが，透明度（transparency）という用語が使われることもあ
る。
例えば「買物」には「買物に行く」と「これは買物です」（これはお買得です〉の複数の意味
がある。前者は使用の一般性が高く，後者は低い。そのため，意味使用の一般性に差がある。
日本と台湾で最も広く使用されている辞書であるという理由で，鉱特掲と『国語辞海遇を
採用した。例文について，日本語では，『広辞苑』に適切な例がない場合，ll大辞林』を参考に
した。中細語では，f国語辞海』に例文がないため，『：重編國語僻典修訂本』，謬東方中国語辞典露
を参考にした。
「欲張り」と「買い物」の2語は漢字仮名交じり表記が一般的であるが，調査対象者に日本語
II4
　　学習経験がないため，「欲張」，「買物」と表記した。
8　Nothingの判定基準は周（1986）に拠った。周（1986）の場合は20人中13人以上理解できた
　　ものを理解可能な語とし，3人未満の語を理解できなかった語とする。
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In　consideration　of　general　semantic　usage　and　semantic　inferabj．lity
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs廿act
　　　This　study　proposes　a　new　framework　which　caR　be　applied　to　Japanese　kanji　compound
acquisition　for　Chinese　learners　of　Japanese．　To　date，　there　have　been　four　categories　according
to　semantic　and　orthographic　similatities　between　Japanese　and　Chinese：　same　form　and　meaning
in　Chinese　（Same）　；　same　form　with　divergent　meaning　（Overlap）　；　same　form　bttt　unrelated
meanings　in　Japanese　and　Chinese　（Different）　；　and　compottnds　only　in　Japanese　（Not／hing）　．
Seminal　works　and　the　latest　published　works　do　not　explore　in　depth　the　difficulties　of　two－word
kanji　compound　acquisition．　ln　addition，　it　is　not　simple　or　sufficient　to　apply　standard　acqttisition
research　techniques　to　this　sttbject．
　　　The　new　frameworl〈　addresses　the　complexity　of　kanji　acquisition　by　introducing　the　concept
of　general　semantic　usage　and　sefnantic　inferabiiity．　Two－word　kanji　can　be　more　effectively
classified　for　acqttisition　purposes．　ln　research　presented　here　classMcations　are　recommended　by
general　semantic　usage，　degree　of　difficulty　and　semantic　inferability．　This　work　is　suitable　for　word
acquisition　study　and　contribution　te　mttkisense　word　research．
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